
▶ふたばのイイトコ再発見！～町の花 さくら～（P2～5）
▶ふたばのわスマイルフォト（P6）　▶復興支援員紹介（P6～7）
▶町からのお知らせ（P7）　▶放射線モニタリング情報・ふたさぽミニコラム（P8）

▶
▶ ▶
▶ ▶
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コミュニティ紙「ふたばのわ」は、

町民皆さんとそれを支える全ての人を巻き込み

それぞれの思いやあらゆる情報に

共有・共感できる紙面をめざしています。

月に一度、ふたばのわのページをめくって

みんなで一緒に笑顔になりませんか。
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ふ
た
ば
の
イ
イ
ト
コ
再
発
見
！

　

全
国
各
地
で
桜
の
便
り
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
、
わ
た
し
た
ち
双
葉
町
復
興

支
援
員
広
報
チ
ー
ム
も
、
双
葉
町
芸
術
文

化
団
体
連
絡
協
議
会
（
通
称
・
芸
文
協
）
写

真
部
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
平

成
29
年
桜
撮
影
隊
を
結
成
。
４
月
12
日

（
水
）
か
ら
20
日
（
木
）
ま
で
の
間
の
数
日
を

か
け
て
、
双
葉
町
内
で
桜
の
撮
影
に
臨
み

ま
し
た
。

　

３
つ
の
班
に
分
か
れ
て
町
内
約
30
カ
所

を
周
り
、
ち
ょ
う
ど
見
頃
を
迎
え
て
い
た

18
カ
所
を
本
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
町
立

図
書
館
や
前
田
川
河
川
敷
な
ど
双
葉
町
で

は
お
馴
染
み
の
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に
加
え
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
リ
ク
エ
ス
ト
い
た
だ
い
た

「
墨
染
の
桜
」
や
「
石
田
医
院
の
し
だ
れ
桜
」

な
ど
も
撮
影
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
３
月
24
日

に
県
北
自
治
会
定
例
会
時
に
行
わ
れ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
集
会
の
中
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

「
あ
な
た
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
双
葉
町
の
桜

は
？
」
の
質
問
に
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

桜
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。（
詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
）

　

町
の
花
と
さ
れ
て
い
る
「
さ
く
ら
」
。
双
葉

町
民
の
歌
の
歌
詞
に
「
さ
く
ら
花
咲
く
双
葉

の
里
に
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
双
葉
町
は
い
つ

の
日
も
桜
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。
町
の
至

る
と
こ
ろ
で
美
し
い
花
を
つ
け
た
桜
た
ち

は
、
町
が
活
気
づ
く
日
を
心
待
ち
に
し
な
が

ら
、
以
前
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
優
し
い
佇

ま
い
で
双
葉
町
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。　

桜撮影隊（４月12日）芸文協写真部よりご協力いただいた

宮本さん（前列右）と今泉さん（前列右から２番目）ほか

町職員、ふたさぽ広報チーム

た
た
ず
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双
葉

さくら撮影マップ
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宮本さん

　

「
双
中
の
校
庭
の
桜
は
敷
地
内
よ
り
北

側
の
道
路
か
ら
撮
影
し
た
ほ
う
が
き
れ

い
に
撮
れ
る
よ
」「
石
熊
砂
防
ダ
ム
の
満

開
の
桜
が
湖
面
に
映
る
姿
は
き
れ
い
…
」

な
ど
、
私
た
ち
に
町
内
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
を

次
々
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
宮
本
さ

ん
。
過
去
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
相

馬
野
馬
追
の
甲
冑
競
馬
を
撮
影
し
た
写

真
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
こ
と
も
あ

る
実
力
の
持
ち
主
。
山
田
地
区
の
富
沢
の

桜
な
ど
樹
齢
の
経
っ
た
老
木
が
町
民
不
在

で
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
元
気
が
な
い

よ
う
に
見
え
る
な
と
心
配
そ
う
で
し
た
。

　

カ
メ
ラ
歴
30
年
の
ベ
テ
ラ
ン
今
泉
さ

ん
。
図
書
館
や
前
田
川
の
桜
も
良
い
け

ど
、
自
宅
（
長
塚
）
近
く
の
越
田
遊
園
地

（
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
）
の
桜
は
、
行
政
区
の
お

花
見
会
な
ど
近
所
の
人
た
ち
と
の
楽
し

か
っ
た
時
間
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る

と
の
こ
と
。
お
花
見
会
で
大
き
な
蝶
ネ
ク

タ
イ
を
付
け
て
司
会
を
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
よ
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
長
塚
の
白
山
神
社
で
の

撮
影
で
は
、
行
政
区
の
み
ん
な
で
植
樹
し

た
と
い
う
若
い
桜
の
木
が
数
本
、
新
芽
を

か
っ
ち
ゅ
う
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つ
け
て
お
り
、
栄
養
が
足
り
な
そ
う
だ
け

ど
な
ん
と
か
花
芽
を
つ
け
て
く
れ
た
ね

と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
ま
し
た
。 

　江戸時代の中期に京都から来た

僧が持ち帰って植えたとする言い

伝えがある。「墨染」の名は、満月の

夜に、杯に花びらを浮かべると薄墨

に染まると言われたことに由来す

る。このサクラを愛でて相馬昌胤（５

代相馬中村藩主）は「山蔭の一元桜

誰が捨てん世に墨染の花も咲くら

む」と詠み、また、東奥標葉記では

「世の中を憂きと思うか桜花白き衣

を墨染にして」とこのサクラが歌わ

れている。（「緑の文化財」(社)福島県

総合緑化センター発行より）この由

緒あるサクラは、県の林業試験場で

親木からの挿木により種苗を育成・

保存中。

※上記のアンケート実施期間が、新タブレッ

ト配布時期と重なったため、今回は県北ふ

たば会の皆さんにのみアンケートにご協力

いただきましたが、今後は新タブレットを活

用して、皆さんに投稿していただける場を

もちたいと思っております。皆さんのご意

見や楽しい投稿をお待ちしておりますので

ご協力よろしくお願いします。

　今回の撮影前、一部の町民の方を対象に

アンケートを実施しました。ふるさと双葉

町の桜スポットを教えてくださいの問いに

圧倒的に多かった回答は「前田川（堤防沿

い）の桜」です。前田川の河川敷の桜は約

2kmにわたって並木が続いている双葉町

有数の桜スポットです。毎日の散歩道の桜

が一番という方もいれば、郵便局や町民グ

ラウンドなど、よく行く施設付近の桜並木を

美しいという方もおり、一本の川沿いで

あっても愛着のある花見スポットは見る人

それぞれに違いがあるようでした。

　また、『町内に限らず、これまで見た桜の

中で印象に残っている桜は？』という問い

に対しては、浪江町・泉田川沿いの桜や夜の

森の桜が上位を占めたほか、震災後避難先

で見た桜に勇気づけられたという意見もあ

げられました。

「墨染の桜」「墨染の桜」

（花の写真は2010年撮影／双葉町教育委員会提供）

　

5
月
初
旬
配
信
予
定
の
動
画
「
双
葉
町

の
花 

さ
く
ら
」
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。
パ

ソ

コ

ン

で

ご

覧

に

な

る

方

は

Y
o
u
T
u
b
e
双
葉
町
公
式
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
、
町
配
布
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
ご

覧
に
な
る
方
は
、
ふ
た
ば
ア
プ
リ
ト
ッ
プ

画
面
の
ふ
た
ば
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。

今泉さん

番外編

第１位　前田川の桜

第２位　石田医院のしだれ桜

第３位　町体育館、図書館など

双葉町内のオススメ桜スポット

すみ 　 ぞめ

16

17

県北ふたば会の皆さん
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～笑顔でみんなをつなげたい～

スマイルフォトスマイルフォト

4月６日（木）
町立幼稚園入園式

4月1日（土）
東京ふれあい双葉会

お花見会

３月３０日（木）
町立学校離任式

3月30日（木）
千葉ひまわり会バスツアー（東京都内）

3月30日（木）
いわき男の料理教室

3月26日（日）
町民交流会in茨城県水戸市

　復興支援員は、国の制度を活用し、避難先における町民のコミュニティの維持・発展を

図ることを目的に活動しています。

　双葉町復興支援員（通称：ふたさぽ）は、町民交流に向けたサポートを担当するコミュニ

ティチームと、コミュニティ紙「ふたばのわ」や広報用動画の制作を通して町民交流の活性

化を図る広報チームからなり、町民と協働しながらコミュニティ支援活動に取り組んでい

ます。今後も、町の復興状況を踏まえ、復興支援員の活動の幅を広げていく予定です。

　ふたさぽ広報チームは、YouTube双葉町公式チャンネルで配

信されている動画の制作や毎月発行のコミュニティ紙「ふたばの

わ」の制作を担当しています。昨年より動画配信されている「ニュー

スふたば」や「双葉町空からの記録」は毎回高視聴率を維持してお

り、引き続き町民の皆さんと同じ視線に立って取材や撮影に臨め

ればと思っています。動画やコミュニティ紙を通して、町民の皆さ

んに笑顔になって頂くことが私たちの目標です。そのためにも、ご

意見、ご要望など、お気軽に現場の支援員にお寄せください。

双葉町復興支援員
（通称：ふたさぽ）

とは？

４月６日（木）
町立小学校入学式

6



双葉町ＩＣＴきずな支援システム事業
タブレット端末の追加募集について
　町では、町民の方へタブレット端末を無償貸与し、迅速

な情報提供と町民の交流機会の創出などを図っています。

　現在、タブレット端末をご利用されていない町民の方

を対象にしたタブレット端末の追加募集（600台）を行っ

ています。ご希望される方は募集期間中にお申込みくだ

さい。

 対象となる方（世帯）

平成23年3月11日時点において双葉町に住所

を有していた方（世帯）。避難先世帯につき１台。

 申込み方法

「ふたばのわ」（4月15日号）に同封している申

込書及び借用書（兼同意書）に必要事項をご記

入のうえ、返信用封筒にてご郵送ください。

 募集期間

平成29年4月17日（月）～平成29年9月29日（金）

 募集台数

600台

（※先着順に受け付けし、600台に達した時点

で終了します。）

近年、「放火・放火の疑い」は火災割合の多くを占めています。

今回は放火されない、させないポイントを紹介します。

【お問い合わせ先】

ふたばアプリ運営サポートセンター

☎0120-274-280　受付時間：平日9：00～18：00

タ
ブ
レ
ッ
ト

放火対策を徹底しましょう！

本年度もふたさぽを
　　よろしくお願いします
双葉町では、現在８名（平成29年4月20日現在）の

復興支援員（通称：ふたさぽ）が活動しています。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

火事と救急は119番 浪江消防署 富岡消防署
☎0240-34-7360 ☎0240-25-2119

消防署連絡先

　ふたさぽコミュニティチームは、いわき市のふたぱーくに2

人、加須市のふたば交流広場に2人の体制で福島県内、関東

地方を中心に活動していきます。双葉町民の皆さんが集まる

場作り、皆さんの「やりたい」を実現するサポートが私たちの

仕事です。町公式ブログ「ブログふたばのわ」、私たちのつぶ

やき「ふたさぽブログ」も更新していきます。町民の皆さんの

笑顔や双葉弁が大好物な私たち、見かけた際にはぜひお声

がけください！一緒に「ふたばのわ」を広げていきましょう！！

消防署でも毎日、警戒活動を行なっています。

しかし、それ以上に皆さんの力が必要です！地域全体で協力し、火災のない町を目指しましょう！

地域のみんなで
見守る

家、物置などは
鍵をかける

燃えやすいものを
放置しておかない

家の周りは
整理整頓しておく

Point❶ Point❷ Point❸ Point❹

7



平成29年4月14日

福島県内

双葉町内



























福島市 北幹線第二応急仮設住宅････

郡山市 日和田応急仮設住宅････････

郡山市 喜久田応急仮設住宅････････

郡山市 富田応急仮設住宅･･････････

いわき市 南台応急仮設住宅････････

白河市 郭内応急仮設住宅･･････････

福島市 県北保健福祉事務所････････

郡山市 県郡山合同庁舎････････････

白河市 県白河合同庁舎････････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎････

南会津町 県南会津合同庁舎････････

南相馬市 県南相馬合同庁舎････････

いわき市 県いわき合同庁舎････････

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）
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石熊

長塚

長塚

ふたさぽミニコラム

　春なので自宅から40分歩いてふたぱーくまで通勤することにしました。

いつまで続くか挑戦中です！皆さん、いわきにお越しの際は、町民交流施設

ふたぱーくに是非お立ち寄りください。（コミュニティ・芳門）

　新年度がスタートし、あっという間に5月になりました。今年度も町民の

皆さんと過ごす時間を大切に、また新しい出会いには感謝し活動を続け

ていきたいです。皆さんに会える日を楽しみにしています！（コミュニティ・

鈴木）

　新年度は、東京ふれあい双葉会のお花見会からスタートしました。楽し

そうな皆さんの姿に癒されました。あちこち飛び回っているので、ふたさ

ぽを見かけた際にはぜひお声掛けください♪（コミュニティ・飯嶋）

　春先には茨城県水戸市での交流会や東京都内で行われた「千葉ひまわ

り会」バスツアーに参加しました。これからも交流会などで町民の皆さん

にお会いできるのを楽しみにしています！（コミュニティ・秋元）

　慌ただしく年度替わりを迎えましたが、町立学校の入学式や桜の撮影で

春の訪れを感じることができました。５月はタブレットコミュニティ集会

で広報担当支援員も各地をまわっています。皆さんにお会いできるのを楽

しみにしています。（広報・苅部）

　5月になり花粉も落ち着いてきました！今年の春も花粉に悩まされ、ずっ

とマスクをしていたので、お会いした際に顔が良くわからなかったと思いま

す…今後はマスクを外して、素顔で挨拶させていただきます！（広報・遠藤）

　4月12日に町内の桜の撮影に行きました。撮影の合間にふと足元を見

るとつくしが顔を出しており、なかよし橋の辺りではウグイスの鳴き声も

聞こえてきて、春の訪れを感じました。桜の動画配信中です。是非ご覧くだ

さい。（広報・上遠野）

　4月17日より広報担当支援員となりました！南相馬市小高区生まれの双

高卒です。まだまだわからないことが多いですが、少しずつ皆さんとお近

づきになれたらと思っています。宜しくお願いします！（広報・西元）

Futasapo Mini Column
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